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い)があるとして はこの状況を 非、 「Brousseau
教授学的状況( )」と呼situation non-didactical
び、批判の対象としている。












況を図で表すと次のようになる( 図３ 図【 【】、





図３ 教授学的状況 図４ 亜教授学的状況【 】 【 】
Brousseau 20はこれらの教授学的状況を「

































































































































観察 そして既存の確率知識を発展させた 数、 「
学的確率の定義」によって解決することであ
る。本実践では「実験によって解決するこ

















Sierpinska( ) が 示 す 「1990 責 任 の 委 譲 、」
( )、岩崎( )が示す「生徒同士の相互1998 2001





解決的学習をおこなうためには 生徒に 探、 「
究」をすることへの目的意識を形成すること


































































ではあるが、ここでは と の相互作nagu sino




る( 図６ 参照)。【 】
図６ が設定した環境【 】nagu
は との相互作用の中で 「だってnagu sino 、
５種類あるじゃん１回投げたとき１以外のや
つ。それが３回あるんだから増えるんじゃな





よ ( )と答えたことにより は あ。」 、 「1415 nagu
っそうか。何かわかんなくなった。頭混乱し

































「 」nagu sinoは自分自身の目的にあった 他者( )
を位置づけたのである。そして は「他nagu
」 、「 」者( ) との相互作用により 他者( )sino sino
の要求に応えるために知識を発展させている
のだと考える。またこれらのことから教師の





































となっている( 図８ 参照)。【 】
図８ 問題③に対する生徒の予想【 】
教師がそれぞれの立場の説明を生徒に求め
、「 」、「 」ると 花子さんが有利 五分五分である
の立場の生徒が教師の要求に応えた。よって









Ｔ ：( の考えを板書する)じゃ、１が出な1270 kawa
いのは？
：１が出ないのも ％。1271 kawa 50
























































































外にないですか 」( )は根元事象の一部。 2383




て、生徒は「無理です 」( ) 「だって多。 、2386
すぎるから 」( ) 「多いよ。全部かけな。 、2388







































予想するならば 「めんどくせえ 」と感じて、 。
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